
 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和５年 ９月１５日（金）Vol.１９ 

「仲間も、自分も、大切にしよう」 

「あきらめずに、取り組もう」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 

生徒会役員への挑戦 
中学校の様々な活動に欠かせないのは、何と言っ

ても「生徒会活動」です。行事の運営、生活の改善

や向上、ルールの策定や見直しなど、生徒会本部役

員を中心に、本校でも活発に行われています。 

来る１９日(火)は、立会演説会と投開票が行われ

る予定です。 

右の写真は、各候補者のポスターです。次の１１

人の生徒たちが立候補しています。 
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※届け出順 

今回の選挙では、２年生の４人は信任投票ですが、１年生は、７人の中から３人が役員となる競争

選挙です。選挙運動に精一杯取り組むとともに、自身の結果を受け止め、その後も、それぞれの役割

を果たせるようにと願っています。 

各候補者は、推薦責任者とともに、朝の挨拶運動を行ったり、帰りの会での学級訪問を行ったりし

て、自分の思いを訴え、投票を呼びかけています。 

【○○さんと、推薦責任者の○

○さん。挨拶の元気な学校にした

いと考えています】 

【○○さんと、推薦責任者の

○○さん。みんなの役に立ちた

いという思いを持っています】 

【○○さんと、推薦責任者の 

○○さん。よりよい学校を目指

し、自ら動こうと呼びかけます】

【○○さんと、推薦責任者の

○○さん。笑顔あふれる学校目

指して全力で取り組みます】 

【○○さんと、推薦責任者の

○○さん。部活も勉強も頑張れ

る学校にしたいです】 

【○○さんと、推薦責任者の 

○○さん。みんなが行きたい！と

思える中台中を目指しています】 

【○○さんと、推薦責任者の○

○さん。リーダーとしての経験

を中台中のために発揮します】 



  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【○○さんと、推薦責任者の○○
さん。全員参加の、目に見える生徒

会活動を創りたいと考えています】 

【○○さんと、推薦責任者の

○○さん。笑顔で、仲間と協力

できる学校を目指します】 

【○○さんと、推薦責任者の

○○さん。気持ちよく挨拶を 

交わせる学校を目指します】 

【○○さんと、推薦責任者の○

○さん。挨拶、一生懸命、リア

クションを大切にしたいです】 

この行事を、陰からしっかりと支えているのが、各学級の選挙管理委員。学級訪問の進行を円滑に行

い、演説会や投票などの準備を着々と進めています。 

選挙管理委員に協力し、候補者の思いに応えるために、一人ひとりが、責任を持って投票することを

願っています。３年生は、自分たちが卒業した後の中台中の姿を思い描き、１、２年生は、と

もに中台中をよくしようとする意識をもって、投票に臨みましょう。その一票が、中台中の明

日につながります。 

英語スピーチへの挑戦 
１３日(水)、成田国際文化会館にて、「印旛地区英語発表

会」が行われ、本校から、○○○○さん（２Ｂ）が出場しまし

た。 

これは、自分で題材を決めて原稿を書き、それを発表するス

ピーチコンテストです。 

○○さんは、「Discrimination is invisible （差別は目に見

えない）」というタイトルで、多くの人が無意識のうちに行っ

ているであろう「差別」や「決めつける言動」について取り上

げました。内容は「私たちは、外見などから相手を判断するこ

とがある。例えば、『外国人なのに日本語が上手だね』などの 

表現には、悪気のない褒め言葉だったとしても、『外国籍の方だから日本語は苦手だろう』というよう

な、『無意識の偏見』があるのではないか。このような意識を変えるために、『知識を得ること』や、

『外見や障がいなどにとらわれず、その人自身を見ること』が大切である」というものです。 

○○さんは、明瞭な発音と、はつらつとした声で、自分の思いをしっかり述べました。観客を見回し

たり、ジェスチャーを入れたりするなど、豊かな表現力で、多くの人が引きつけられました。 

このスピーチで、「Many a little makes a mickle（ちりも積もれば山となる）」という諺（ことわ

ざ）を引用していました。まさにその言葉の通り、夏休み中も練習に取り組むなど、努力をこつこつと

積み重ねた成果だと思います。 

この大会で、見事に第１位に輝き、１０月の県大会への出場が決まりました。おめでとうござ

います。大きな舞台でも、生き生きと表現できるよう、みんなで応援しています！ 

【Many a little makes a mickle！】 

新人大会への挑戦 

【女子テニス部】  

16日 八街スポーツプラザ・個人戦 

17日 八街スポーツプラザ・団体戦 

【男子テニス部】  

16日 四街道総合運動公園・個人戦 

17日 酒々井中学校・団体戦 

【陸上部】  

16日 岩名運動公園陸上競技場 

どの部活も新チームになり、暑い暑い夏休みから、努力を重ねてきました。ここから新しい歴史が始

まります。一人ひとりの目標に向かって、全力で戦い抜いてください！みんなで応援していますよー！ 


